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今
回
、
教
育
民
生
常
任
委
員
会
で
は

高
知
県
を
訪
問
し
、
長
い
期
間
を
か
け

た
人
材
育
成
を
学
ぶ
た
め
に
「
と
さ
っ

子
タ
ウ
ン
」、
平
成
32
年
に
開
校
予
定

の
統
合
小
学
校
を
見
据
え
、
閉
校
し
た

小
学
校
の
有
効
活
用
事
例
と
し
て
「
学

校
に
泊
ま
ろ
う
！
み
ど
り
の
時
計
台
」、

県
立
高
校
と
連
携
し
た
人
材
育
成
を
学

ぶ
た
め
に
土
佐
町
を
視
察
し
ま
し
た
。

■
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
（
高
知
市
）

　

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
は
、「
高
知
な
ら

で
は
の
仕
事
や
文
化
、
遊
び
を
楽
し
く

体
験
す
る
」「
異
年
齢
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
る
場
」「
社
会

の
仕
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
」
の
３
点

に
こ
だ
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
現
実
の

社
会
や
ま
ち
へ
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
高
知
を
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
想
い
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
30
年
以
上

続
く
イ
ベ
ン
ト
「
ミ
ニ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」

を
参
考
に
、
高
知
市
で
平
成
21
年
か
ら

毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
で
９
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
は
、
２
日
間
だ
け

現
れ
る
架
空
の
ま
ち
で
あ
り
、
小
学
４

年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の
子
ど
も
た
ち

が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
探
し
、

市
役
所
、
銀
行
、
お
菓
子
工
場
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
約
50
種
類
の

職
業
か
ら
就
き
た
い
仕
事
を
選
べ
ま

す
。
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
働

き
、
独
自
通
貨
の
給
料
を
も
ら
い
、
税

金
を
納
め
、
買
い
物
や
食
事
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
稼

い
だ
お
金
で
起
業
も
で
き
、
選

挙
を
経
て
市
長
や
議
員
に
な
り
、

架
空
の
ま
ち
の
仕
組
み
を
変
え

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
は
、
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

高
知
市
民
会
議
、
高
校
生
や
大

学
生
も
入
っ
た
実
行
委
員
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
は
、
市

民
が
行
う
自
由
で
営
利
を
目
的

と
し
な
い
社
会
貢
献
活
動
（
市

民
活
動
）
を
支
援
す
る
目
的
で

設
立
さ
れ
た
公
共
の
施
設
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
高
知
市
民
会
議
が
指
定

管
理
者
と
し
て
運
営
し
て
い
ま

す
。

　

と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
が
行
わ
れ
た
の

は
、
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が

開
設
さ
れ
て
か
ら
10
年
、
次
の
２
つ
の

課
題
に
気
付
い
た
か
ら
で
す
。　

①
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

　
利
用
状
況

→
現
役
を
引
退
さ
れ
た
方
々
の
利
用
が

多
く
、
次
世
代
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
人
材
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
関
わ
る
若
者
の
利
用

が
少
な
い
こ
と
か
ら
若
者
の

利
用
者
を
増
や
す
。

②
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

　
タ
ー
の
事
業
内
容

→
子
ど
も
が
継
続
的
に
参
画

で
き
る
事
業
が
な
い
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
が
継
続
し
て
参

画
で
き
る
事
業
を
作
る
。

　

こ
の
２
点
に
着
目
し
、
こ

の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

手
段
と
し
て
、「
と
さ
っ
子

タ
ウ
ン
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

９
年
間
継
続
し
て
行
っ
た
結

果
、
現
在
で
は
参
加
者
が
約

４
０
０
人
。
と
さ
っ
子
タ
ウ

ン
の
卒
業
生
で
、
運
営
者
と

し
て
関
わ
っ
て
い
る
学
生
が
30
人
以

上
。
ス
タ
ッ
フ
は
１
５
０
人
以
上
。
協

力
企
業
64
社
。
協
賛
企
業
17
社
。
こ
の

よ
う
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
若
者
の
参
画
が
少
な
い
。
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
が
な
い
」
な
ど
は
、
全
国

ど
の
自
治
体
で
も
少
な
か
ら
ず
抱
え
て

い
る
問
題
で
す
。「
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
」

で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
ま
ち

づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
活
躍
し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
長
い
期
間
を
か
け
た
ま
ち
ぐ
る

み
で
行
う
人
材
育
成
は
、
郷
土
愛
を
育

み
、
定
住
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

■
学
校
に
泊
ま
ろ
う
！
み
ど
り
の

　
時
計
台
（
大
豊
町
）

　

大
豊
町
は
、
高
知
市
の
北
、
四
国
山

地
の
中
央
、
土
佐
嶺
北
地
域
に
あ
り
、

吉
野
川
が
町
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
流
れ
、

約
88
％
を
山
林
が
占
め
る
、
主
産
業
が

林
業
の
人
口
約
４
千
人
の
町
で
す
。

　
山
間
部
に
あ
る
こ
の
施
設
（
右
写
真
）

の
経
営
者
は
移
住
者
で
す
。
20
年
前
に

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
（
ゴ
ム
ボ
ー
ト
な
ど
を

使
っ
た
川
下
り
）
の
ガ
イ
ド
を
や
り
た

い
と
思
い
大
豊
町
に
移
住
し
ま
し
た
。

当
初
は
民
家
を
借
り
て
住
ん
で
い
ま
し

た
が
、
山
間
部
の
た
め
に
仕
事
が
少
な

く
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
と
き
、
廃
校

と
な
っ
た
こ
の
小
学
校
に
一
目
惚
れ
し

た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
学
校
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
良
い
か
知

恵
を
絞
っ
た
と
き
、
①
自
分
は
ラ
フ
テ

ィ
ン
グ
が
好
き
で
大
豊
町
に
移
住
し
た

②
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
に
来
る
お
客
様
の
た

め
の
宿
泊
施
設
が
な
く
、
せ
っ
か
く
来

た
お
客
様
が
大
豊
町
に
宿
泊
せ
ず
帰
っ

て
い
る
。
こ
の
２
点
に
着
目
し
、
宿
泊

施
設
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
町
に
提 △小学校を活用した「学校に泊まろう！みどりの時計台」

鶴
田
町
議
会
常
任
委
員
会

鶴
田
町
議
会
教
育
民
生
常
任
委
員
会

視
察
研
修
報
告

視
察
先　
高
知
県
高
知
市
、
大
豊
町
、
土
佐
町

日
　
程　
平
成
29
年
８
月
23
日
（
金
）
～
25
日
（
日
）

参
加
者
　
小
関
優
、
蒔
苗
愛
子
、
一
戸
豊
、
三
浦
勉
、
北
谷
正
則
、
神
秀
次
郎

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
】
町
民
生
活
課
、
健
康
保
険
課
及
び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事

項
並
び
に
総
務
課
の
所
管
す
る
事
項
の
う
ち
消
防
、
水
防
及
び
防
災
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

調
査
や
議
案
、
陳
情
な
ど
の
審
査
を
行
う
町
議
会
常
設
の
委
員
会

△とさっ子タウンについての研修点館
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案
し
町
か
ら
借
り
受
け
、
平
成
18
年
か

ら
宿
泊
施
設
と
し
て
経
営
し
て
い
ま

す
。
元
小
学
校
の
特
徴
を
生
か
し
、
図

書
室
、
音
楽
室
な
ど
学
校
の
雰
囲
気
を

そ
の
ま
ま
に
、
民
間
の
知
恵
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
少
な
い
予
算
で
運
営
し
て

い
ま
す
。

■
県
立
高
校
と
連
携
し
た
人
材
育
成

（
土
佐
町
）

　

土
佐
町
は
、
高
知
市
の
北
、
四
国
山

地
の
中
央
の
土
佐
嶺
北
地
域
の
中
に
あ

り
、「
四
国
の
い
の
ち
」
と
い
わ
れ
る

早
明
浦
ダ
ム
を
有
し
、
主
産
業
は
農
業
、

人
口
約
４
千
人
、
山
林
が
約
85
％
を
占

め
る
町
で
す
。
ま
た
、
土
佐
町
は
十
和

田
市
（
旧
十
和
田
湖
町
）
と
姉
妹
都
市

交
流
を
行
っ
て
お
り
、
毎
年
10
人
程
度

の
小
学
生
が
十
和
田
市
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
に
は
学
校
の
統
廃
合
が

行
わ
れ
、
町
内
に
は
町
立
保
育
園
１
園
、

町
立
小
中
学
校
１
校
（
同
居
型
）
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
卒
業
後
は
、
多

い
と
き
で
７
割
程
度
が
隣
町
（
本
山
町
）

に
あ
る
県
立
嶺
北
高
校
に
進
学
し
て
い

ま
す
。

　

２
年
前
に
町
長
が
変
わ
り
、「
持
続

可
能
な
地
域
づ
く
り
を
す
る
た
め
に

は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
公
教
育
の

確
保
と
地
域
の
未
来
を
担
う
ひ
と
づ
く

り
が
重
要
」
と
い
う
基
本
方
針
が
示
さ

れ
、
嶺
北
高
校
を
中
心
と
し
た
教
育
・

人
材
育
成
と
い
う
目
的
で
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
２
人
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容

は
、
①
学
校
教
育
支
援
事
業
と
し
て
、

総
合
的
な
学
習
の
授
業
の
企
画
・
運
営
、

英
検
対
策
支
援
、
学
習
支
援
な
ど
②
社

会
教
育
事
業
と
し
て
、
土
佐
町
座
談
会
、

土
佐
町
マ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
③
嶺

北
高
校
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
で

す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
、
嶺
北
高
校
魅
力
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
全

国
か
ら
生
徒
が
集
ま
る
よ

う
な
高
校
に
す
る
た
め
に

は
尖
っ
た
も
の
が
一
つ
必

要
と
い
う
こ
と
で
、
①
本

山
町
に
モ
ン
ベ
ル
（
ア
ウ

ト
ド
ア
用
品
販
売
）
が
あ

り
、
土
佐
嶺
北
地
域
に
訪

れ
る
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
②
昔
、
嶺
北
高
校
カ
ヌ

ー
部
が
強
か
っ
た
こ
と
、

こ
の
２
点
に
着
目
し
、
嶺

北
高
校
カ
ヌ
ー
部
を
再
び

強
化
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
を
輩
出
す
る
高
校
と

な
る
こ
と
で
、
全
国
か
ら

生
徒
が
集
ま
る
高
校
に
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
嶺
北
高
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
、
遠
隔
授
業
を
行
う

た
め
タ
ブ
レ
ッ
ト
40
台
を
土
佐

町
の
予
算
で
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
て

い
っ
た
結
果
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
す
る
に
は
い

ろ
い
ろ
な
制
約
が
あ
る
た
め
限

界
が
あ
り
、
平
成
29
年
度
か
ら

は
、
島
根
県
海
士
町
「
島
前
教

育
魅
力
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

活
躍
し
て
い
る
方
を
招
き
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
退
職
し
た

方
な
ど
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
Ｓ

Ｏ
Ｍ
Ａ
」
を
立
ち
上
げ
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
加
速
化
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

土
佐
町
は
、
本
山
町
に
あ
る

嶺
北
高
校
を
地
元
の
高
校
と
し
て
支
援

し
て
い
ま
す
。
土
佐
町
の
教
育
長
は「
町

民
も
、
移
住
し
て
来
る
方
も
、
自
分
の

子
ど
も
が
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
一
緒

に
暮
ら
せ
る
の
が
移
住
定
住
の
一
つ
の

条
件
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
域
に
高
校

が
あ
る
か
な
い
か
は
死
活
問
題
。
県
立

で
ダ
メ
な
ら
市
町
村
立
も
検
討
す
る
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
、「
と
さ
っ
子
タ
ウ
ン
」、「
学

校
に
泊
ま
ろ
う
！
み
ど
り
の
時
計
台
」、

土
佐
町
を
視
察
し
て
改
め
て
確
認
で
き

た
こ
と
は
、
町
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に

は
、
①
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
長
い
期
間
を

か
け
人
材
を
育
て
る
必
要
が
あ
る
こ
と

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
や
移
住
者
な

ど
、
お
金
を
掛
け
て
で
も
外
部
の
人
を

積
極
的
に
獲
得
し
、
外
部
か
ら
の
視
点

や
新
し
い
風
を
取
り
入
れ
る
こ
と
③
や

る
気
の
あ
る
人
・
行
動
す
る
人
を
支
援

す
る
こ
と
④
近
隣
市
町
村
と
連
携
し
地

域
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
。
こ

の
４
点
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

鶴
田
町
は
、
大
人
の
休
日
倶
楽
部
の

宣
伝
以
降
、
鶴
の
舞
橋
に
た
く
さ
ん
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く

が
鶴
田
町
に
は
宿
泊
せ
ず
、
素
通
り
し

て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

宿
泊
施
設
が
足
り
な
い
た
め
か
、
ま
た

は
違
う
と
こ
ろ
に
原
因
が
あ
る
の
か
。

そ
し
て
平
成
32
年
に
は
、
小
学
校
５
校

が
閉
校
と
な
り
、
閉
校
と
な
っ
た
小
学

校
は
、
①
町
の
他
の
施
設
へ
の
転
用
②

貸
出
③
譲
渡
④
取
り
壊
し
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
鶴
田
町
の
こ
と
を
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、
や
る
気
が
あ

り
行
動
し
て
い
る
町
民
、
新
し
い
風
を

も
た
ら
す
外
部
の
人
な
ど
で
話
し
合

い
、
観
光
に
関
す
る
こ
と
を
含
め
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

△小学校の内観をそのまま残したみどりの時計台の施設内部
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 【有料広告】	

△土佐町での研修


